令和２年９月２５日
令和２年度　豚熱（CSF）対策にかかる野生イノシシの生息動向調査について
兵庫県農政環境部鳥獣対策課
１　調査内容
　　令和２年４月に京都府宇治田原町においてCSF（豚熱）が発生したことに伴い、本県におきましては水際対策としてイノシシ生息密度調査を行いますので、ご理解たまわりますようよろしくお願いいたします。
（1） 自動撮影カメラによる調査
森林内に設置したカメラでイノシシを自動撮影することにより、撮影頻度から生息密度を推定します。カメラの設置、電池交換、回収などで４～５回山に立ち入ります。
（2） イノシシ痕跡調査
掘り返しによる痕跡から生息密度を推定するために現地調査を行います。

２　調査時期（予定）　１０月～３月のうち３ヶ月間
３　事業実施主体　　兵庫県より委託
４　委託先　　(株)野生鳥獣対策連携センター
５　調査エリア

　　丹波市、丹波篠山市、猪名川町、川西市
　　※メッシュ毎の調査位置は別添図面をご確認ください。
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 　　　図　兵庫県内のイノシシ生息密度調査地域
６　森林への入山・立木について
調査実施のため、一部立木に調査用カメラを設置します。立木の伐採は行いません。

連絡先


兵庫県農政環境部環境創造局鳥獣対策課　TEL 078-362-3463








